































































































































日本は東洋の一部をなしており、文化的にもあきらかに東アジア圏に属することが解明されつつあるが、右のような場合、日本は「東洋」から除かれていることがほとんどである。日本史や日本文学など、そ だけで独立しているケースが多いからであろう 。古典は近現代に対する枠組で、国文学の分野では通常、上代・中古・中世・近世までを古典の時代として扱 、それ以降を近現代 する。もちろん時代をまたぐ例もあ し 和歌のように現代歌人にいた きわめて息の長い歴史を持つ形態もある 「演劇」はどうだろうか。和歌と物語
（韻文と散文）
を二つの
大きな流れとする国文学の世界では、すでに上代に万葉集があり、中古に源氏物語があり、それぞれその時代において、またそのジャンルにおいて傑出した作品 な てい 対して「演劇」は 中世から登場したといってよい領域で、能・狂言は中世演劇と呼ぶより 、中世芸能と呼ぶほうがなじ よいよう 感じられる。 が近世に入ると、近世演劇という呼称のほう 一般的 ある。　
芸能ということばは、演劇ということばに置き換えることが可能なのか、芸能 時代の変遷とともに演劇となっ






















































































りぬれば、左右なく最手をも給はり、そのわき もまかりたつめり。昔は雌雄を決して、芸能あらは るに付きて、昇進をもつかうまつり かば、傍輩口をふさぎ、世の人これをゆるしき」
（巻一〇・相撲強力・三八二）
とある。相
撲は武芸か しれないが、その起源 神事にある。六芸 外だが、そ 周縁に位置する〈六芸的なるもの〉といえよう。　『義経記』
（一四世紀半ば頃成）
では、平泉の藤原秀衡が正妻腹の嫡子泰衡よりまえに愛妾腹に儲けた西木戸太郎
頼衡について、 「きはめて丈高く、ゆゝしく芸能 すぐれ 大 男の剛の者、弓精兵にて、謀かしこくあるを 嫡子に立てたりせばよかるべき」
（巻八）
との描写があり、これは武芸一般である。別の箇所では、吉野山に捨てお













































































































のまゝならず 自作なれば、言葉・振舞 案 内なり」
（同第三問答条々）
、後年にも「問。遊楽成於当芸、年来た

































































































































































































































































































































































































































































































































とあり、 「戯場」を「しばゐ」 、 「戯








調査により見つかる可能性もあ が、現時点 は、歌舞伎は近世にあってはついに芸能には昇華することができなかった、芸能の場には六芸の香がひと わ濃くただよい、 〈六芸的 るもの〉とは、一般教養、リベラルアーツあったからだ、と解しておきたい。　
江戸時代は身分社会であり、文芸にも身分がある。雅と俗である。和歌や国学はどこまでも雅文芸であって、浮

















































































































































































































だした舞台は前近代的で、近代的な劇場は額縁 台を備えていなければならないという。歌舞伎座は花道はあるが舞台はプロセニアム・アーチで囲まれてい 新富町からそうなっ 、折衷的 形式 あ 狂言はせりふ でるし、 『役者論語』を読んでも元禄歌舞伎では科白を主体 する地芸を重んじたことがわ る。中世ヨーロッパでは宗教的な神秘劇が、一四世紀からは世俗的な寓意劇 おこなわれ シェイクスピアの時代の劇場はオープン・ス
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にも隔たっている。なお『風流志道軒伝』も、芸能すなわち教養に数えた茶道、華道は、現代では室内芸能に分類され、日本芸能史の研究対象となっている。遠く『周礼』にさかのぼる六芸の教え 二〇〇〇年を超えて設置された国民学校の芸能科の発想、それらはいまもわたしたちを規定している。かつておぼ た「日本古典演劇」へのいささかの違和感 、そこから生じたとおもわれる。
注（１）





邪蒿香美可食也」 （ 『広韻』上平声巻一・文第二十） 、 「○藝
    才能也／静也常／也準也又姓出／姓苑魚祭切八」 （同去声巻第






























　（２）守屋氏は、 「 『芸』という字の用例を通じてうかがえるのは、まず、中国におけると同じく、日本でも広く技術、ことに学問・武術を意味する一般的用法が先行し、遅れて演技・演戯に限定した、いわば日本語独自の用例が現れるということであろう」と述べ、また「古代・中世を通じて『芸能』という言葉には、一貫した一つの用法があったことは確かである。 〔中略〕その範囲は、時々に『芸』 、つまり わざ が何を指すかによって自在に広狭を生じるのである」 、そしてやがて「対象を歌舞音曲に限定した『芸能』の新しい日本的用法」が発し、 「中国以来の語義が通行するなかで、 『芸能』の新義ともいうべきもの」が派生したとする。
　　　
本稿では、六芸概念の広範な影響を重視し、 「学問・武術を意味する一般的用法」から、こんにち的な芸能への階梯には、




























































神山彰氏「九代目団十郎の『転向』 」 （ 『近代演劇の来歴
　
歌舞伎の「一身二生」 』所収
森話社
二〇〇六年） 。
（
13）坪内逍遙「脚本に関する訴訟事件の鑑定」 （逍遥協会編『逍遙選集
一一』所収
第一書房
一九七七年） 。
（
14）　（
10）毛利氏。
